
岩手県水産技術センター  №１８平成１６年３月発行 

平成１５年度マツモ人工種苗養殖試験 

ねらい 
マツモ人工種苗生産技術の開発によりマツモ養殖の普及を図り、マツモ生

産量の増大を目指す。 

成果の特徴 
陸上水槽を用いたマツモ養殖用人工種苗生産技術を開発した。 
岩手県栽培漁業協会種市事業所において生産した人工種苗を用いて養殖試験

を実施し、養殖ロープ１ｍ当たり 200～300ｇの収量が得られた。 

成果の活用面 
人工種苗を用いた養殖技術の普及を図り、岩手県の特産品であるマツモの

生産量増大を目指す。 
［具体的データ］ 
岩手県栽培漁業協会種市事業所において試験採苗した約 5,000ｍの人工種苗を用いて、県内

４地区で養殖試験を実施した。10月上旬に巻き込み・沖出して養成した結果、生育状況は地区
によってバラツキが大きかったが、生育が最も良好な所では釜石湾では１月下旬に施設１ｍ当

たり 200ｇ、田老では３月上旬に施設１ｍ当たり 300ｇのマツモが収穫された。 

 
写真  マツモ生育状況（左：釜石湾 １月 27日，右：田老 ３月２日） 
 
今後は、採苗時の遊走子付け密度や、培養水槽への採苗器設置方法など種苗生産技術につい

て詳細に検討するとともに、養殖施設の設置方法や沖出し後の管理方法等養殖技術についても

さらに検討することとしている。 
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